1学期 SA（探究基礎）学習指導案：エクセル・スライド作成

第2時間目：演習問題と論理的思考力の向上

めあて（声かけ）：今日のSAの時間は、前回のスプレッドシートのスキルをさらに進化させて、『数字を、誰をも納得させるエビデンスに変える』ことに挑戦します。『阿南市の特産品データから、誰が見ても否定できない「客観的な事実」を見つけ出し、一文で表現すること』です。
具体的にやってほしいことは次の3ステップです。
1. 正確に数字を打ち込み、表を作成する 阿南市の特産品（すだち、たけのこ等）の販売データを入力し、合計と平均を出してください。
2. 目的に合わせてグラフを使い分けて作成する
3. なぜそのグラフを選んだのかという根拠を一文でコメントする（エビデンスを言葉にする）　例えば月別のグラフをつくり、『たけのこは4月がピークだ』と空いているセルにコメントすれば、数字の裏付けがある事実でグラフが根拠となります。


1. 入力データサンプル（阿南市特産品・月別販売個数）
生徒には、以下の数値をスプレッドシートの新しいシートに入力させます。
『阿南市の特産品をアピールしよう！』
	特産品名
	4月（個）
	5月（個）
	6月（個）
	合計販売個数
	1ヶ月平均

	すだち
	120
	150
	180
	(SUM)
	(AVERAGE)

	たけのこ
	200
	80
	30
	(SUM)
	(AVERAGE)

	ハモ
	40
	110
	130
	(SUM)
	(AVERAGE)

	阿波牛
	60
	65
	70
	(SUM)
	(AVERAGE)



1. 正確な入力: 上記の「特産品名」と「4月〜6月の数値」を正確にセルに入力する。
2. 合計（SUM）の算出: 各商品の「合計販売数」を関数で求める。
3. 平均（AVERAGE）の算出: 各商品の「1ヶ月あたりの平均販売数」を関数で求める。

2　グラフによる視覚化: 以下の2種類のグラフを作成し、目的に応じて使い分ける練習をする。
· 棒グラフ: 「どの特産品が全体で一番売れたか」を比較する。
· 折れ線グラフ: 「たけのこ」や「ハモ」など、月ごとに売れ行きがどう変化したかを確認する。
· 
3. 考察　　グラフから読み取れる「客観的な事実（エビデンス）」を1つ見つけ、空いているセルに入力させる。
例: 〇「たけのこは4月がピークで、6月には大幅に減っている」
　　 ×「すだちの売り上げ額が一番多い」
	時間
	学習活動
	指導上の留意点

	１５分
	演習：自力でのデータ処理 
スライドに入力データサンプル表を映す。
GoogleClassroomで各クラスの課題を受取り※、
課題シートに「阿南市特産品（すだち、たけのこ等）」のデータを入力し、合計・平均を算出する。
	先週のSAで取り組んだことと同じ操作です。生徒同士助け合いながら進めても良い、と促す。
※別紙課題の受取・提出方法参照

	１０分
	表と目的に応じたグラフの選択 
比較: どの特産品が一番売れたか比べるなら「棒グラフ」。
推移: 月ごとの売れ行きの変化を見るなら「折れ線グラフ」。
	「なぜそのグラフを選んだのか」という論理的根拠を意識させる。

	２０分
	考察の記述と提出 
①事実の言語化: グラフから読み取れる客観的な事実（エビデンス）を1つ見つけ、シート内のセルに書き込む。
· 記述例: 「たけのこは4月がピークで、6月には大幅に減っている」
②提出: Google Classroomでファイルを回収する※。Google仕様のため、保存ボタンを押す必要がないことを伝える
	コメントとグラフの整合性を意識させる。

※別紙参照



4. 提出と保存の確認
　保存の必要はありません。そのまま、Google Classroomで提出。提出方法は別紙参照。

5．評価
　提出遅れ　　　 　0点　※授業の進行具合によって各クラスごとに柔軟に提出期限を設けてください。
　表ができている　20点
　表、グラフが作成できている　40点
　表、グラフが作成でき、コメントが書けているが整合性がない（グラフがコメントの根拠になっていない）　60点
　表、グラフ、整合性のあるコメントが書けている　100点
　※「ファイル名は【HRNO（半角）】氏名とする」ができていない場合は10点減点してください。

6. 指導の留意点
エラーの9割は「全角入力」や「範囲選択ミス」です。個別指導よりも「生徒同士の教え合い」をするよう声をかけてください。
